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Ⅰ. 調査の概要 

１ 調査目的 

本調査は、市政に対する市民の意見や要望などを幅広く把握し、市民の声を市政に反映するととも

に、過去の市民意識調査との比較により、市民ニーズや市民の考え方の動向などを把握し、これから

のまちづくりを行ううえでの基礎資料とするために実施しました。また、平成 30 年（2018）度から

令和４（2022）年度を計画期間とする第６次羽生市総合振興計画・前期基本計画の検証をする際の資

料としても活用します。 

２ 調査の方法 

● 調査対象：市内に在住する 18 歳以上の市民 

● 標 本 数：2,500 人 

● 抽出方法：住民基本台帳より地区別、無作為抽出 

● 調査方法：郵送法（郵送による配布・回収） 

● 調査期間：令和２年 11月 20 日（金）～12 月 11 日（金） 

３ 調査項目 

①市の住み心地について 問１：住み心地／理由 問２：定住意向 

問３：住み続けるために必要なもの 

②市の取り組みなどにつ

いて 
問４：広報はにゅうの閲読 問５：ぎかいだよりの閲読 

問６：自治基本条例の認知度 問７：計画づくりへの参加意向 

問８：電子申請・届出サービスの利用 問９：市政・市役所に対する印象 

③コミュニティについて 問10：近所付き合い 問11：行事への参加 問12：ボランティア活動／理由 

④市の将来像について 問13：市の将来像 問14：市の将来像のアイデア 

⑤市の特徴について 問15：全国ＰＲに有効なもの 問16：好きな場所・景色／理由 

⑥福祉・リサイクル・交

通について 
問17：生きがいのある老後 問18：子育て支援に期待すること 

問19：家庭ごみ削減に必要なこと 問20：交通 問21：最終電車時刻 

⑦医療・防災・防犯につ

いて 
問22：かかりつけ医 問23：かかりつけ歯科医 問24：かかりつけ薬局 

問25：医療費 問26：健康診断／理由 問27：家屋の耐震状況 

問28：火災警報器 問29：避難所の認知度 

問30：ハザードマップの認知度 問31：マイ・タイムラインの作成状況 

問32：災害時の備え 問33：防犯対策 問34：犯罪防止策 

⑧選挙について 問35：投票率の低い理由 問36：投票率を上げる方法 

⑨教育・スポーツについ

て 
問37：学校の再編／理由 問38：学校教育について 

問39：市内の学校との連携 問40：おうち図書館の有無／理由 

問41：スポーツをする頻度／理由 

⑩人権・男女平等につい

て 
問42：基本的人権の尊重 問43：身の回りの男女平等状況 

問44：『男は仕事 女は家庭』の考え方 

⑪商業・産業について 問45：購買地調査 問46：農産物の購入目安 問47：商業・産業の振興 

⑫全般的なまちづくりに

ついて 
問48：施策の満足度 

問49：力を入れるべき施策 

⑬属性（フェイスシート） （１）性別 （２）年齢 （３）職業 （４）居住年数 （５）居住地域 

⑭市政意見 ・自由記入 
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４ 報告書をみる際の注意 

・各設問の集計は、すべて単純集計、属性別（フェイスシート）クロス集計を行いました。 

・比率はすべて百分率（％）で表し、小数点以下第２位を四捨五入して算出します。したがって、合

計が100.0％にならない場合があります。 

・図表中の「ｎ」とは、集計対象者総数（または分類別の該当対象者数）を示し、比率は「ｎ」を100.0％

として算出しました。 

・グラフ中の選択肢は意味を損なわない程度に省略した表現を用いていることがあります。 

・問の中には「～を選んだ方にお伺いします。」などいろいろな制限があり、また、回答者が少なく、

有意性の低いものも含まれます。 
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Ⅱ. 対象者の基本属性 

属性（１）性別 ｎ ％ 

男性 599 42.4 

女性 688 48.7 

無回答 125 8.9 

全体 1,412 100.0 

 
属性（２）年齢 ｎ ％ 

18～29 歳 124 8.8 

30～39 歳 158 11.2 

40～49 歳 186 13.2 

50～59 歳 192 13.6 

60 歳以上 736 52.1 

無回答 16 1.1 

全体 1,412 100.0 

 

属性（３）職業 ｎ ％ 

農業 18 1.3 

商工業 7 0.5 

自営業 72 5.1 

会社員 380 26.9 

公務員 46 3.3 

パート・アルバイト 197 14.0 

学生 46 3.3 

無職 542 38.4 

その他 85 6.0 

無回答 19 1.3 

全体 1,412 100.0 

 
属性（４）居住年数 ｎ ％ 

５年未満 86 6.1 

５年以上 10 年未満 84 5.9 

10 年以上 20 年未満 179 12.7 

20 年以上 1047 74.2 

無回答 16 1.1 

全体 1,412 100.0 

 
属性（５）居住地区 ｎ ％ 

羽生 536 38.0 

新郷 134 9.5 

須影 137 9.7 

岩瀬 122 8.6 

川俣 71 5.0 

井泉 138 9.8 

手子林 144 10.2 

三田ヶ谷 56 4.0 

村君 43 3.0 

無回答 31 2.2 

全体 1,412 100.0 
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Ⅲ. 調査結果の概要 

１ 市の住み心地について 

問：羽生市の住み心地はいかがですか。【１つに○】 

○現在の羽生市の住み心地については、「まあまあ住み良い」が 47.1％と最も高く、次いで「住み良い」が

25.7％と続いており、二つ合わせた『住み良い』は 72.8％と７割を超えています。 

 
■住み心地   

  ｎ ％ 

住み良い 363 25.7 

まあまあ住み良い 665 47.1 

どちらとも言えない 205 14.5 

住みにくい 97 6.9 

無回答 82 5.8 

全体 1,412 100.0 

 

問：現在の場所に住み続けたいと思いますか。【１つに○】 

○定住意向については、「ずっと住み続けたい」が 44.3％と４割を超えており、「当分の間住み続けたい」

（28.0％）と合わせた『住み続けたい』は 72.3％と７割を超えて、地域の定住意向は高い傾向にありま

す。 

○「できれば転居したい（市外へ）」は 6.8％となっています。 

 
■定住意向   

  ｎ ％ 

ずっと住み続けたい 625 44.3 

当分の間住み続けたい 395 28.0 

わからない 188 13.3 

できれば転居したい（市内の他の場所へ） 53 3.8 

できれば転居したい（市外へ） 96 6.8 

無回答 55 3.9 

全体 1,412 100.0 
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0% 10% 20% 30% 40% 50%

『住み良い』
72.8％ 

『住み続けたい』
72.3％ 
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２ 市の取り組みなどについて 

問：市政や市役所の職員に、どのような印象をお持ちですか。【項目ごとにそれぞれ１つに○】 

○市政や市役所の職員に対する印象については、（１）市政への信頼度は「信頼できる」と「まあまあ信頼

できる」を合わせた『信頼できる』が 75.6％と７割半ばを超えています。 

○（２）市政の進展度は「進んでいる」と「まあまあ進んでいる」を合わせた『進んでいる』が 50.1％と

半数を占めていますが、「あまり進んでいない」と「遅れている」を合わせた『進んでいない』は 43.6％

と４割を超えています。 

○（３）窓口対応の親切さは「親切である」と「まあまあ親切である」を合わせた『親切』が 85.3％と８

割半ばを占めています。 

 

（１）市政への信頼度 
  

■市政への信頼度   

  ｎ ％ 

信頼できる 208 14.7 

まあまあ信頼できる 860 60.9 

あまり信頼できない 225 15.9 

信頼できない 42 3.0 

無回答 77 5.5 

全体 1,412 100.0 

 
（２）市政の進展度 

 
■市政の進展度   

  ｎ ％ 

進んでいる 74 5.2 

まあまあ進んでいる 634 44.9 

あまり進んでいない 477 33.8 

遅れている 139 9.8 

無回答 88 6.2 

全体 1,412 100.0 

 
（３）窓口対応の親切さ 

 
■窓口対応の親切さ   

  ｎ ％ 

親切である 541 38.3 

まあまあ親切である 664 47.0 

あまり親切でない 114 8.1 

不親切である 35 2.5 

無回答 58 4.1 

全体 1,412 100.0 
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○市政や市役所に対する印象（イメージ）を一様に評価するため、各項目の４段階評価を加重平均によっ

て点数化して、プラスとマイナスのイメージで表すことにしました。 

 

 

 

 

 

 

※H22［2010］と H27［2015］は「どちらともいえない」を除いて算出しました。 

 

 

○プラスイメージの評価点は、（３）窓口対応の親切さが 1.15 と最も高く、（１）市政への信頼度が 0.72、

（２）市政の進展度が 0.02 と続いており、いずれの項目もプラスとなっています。 

○過去調査と比較すると、すべての項目でイメージが上がっており、特に市政の進展度の評価点はプラス

転換しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

  

0.26

-0.96

0.74

0.38

-0.71

0.80

0.72

0.02

1.15

-1.5 -1.2 -0.9 -0.6 -0.3 0.0 0.3 0.6 0.9 1.2 1.5

（１）市政への信頼度

（２）市政の進展度

（３）窓口対応の親切さ

H22［2010］ H27［2015］ 今回［2020］

プラスイメージマイナスイメージ

※市政・市役所に対する印象（イメージ）の評価点の算出方法 

例）（１）市政への信頼度 

（「信頼できる」の回答者数×２点）＋（「まあまあ信頼でき

る」の回答者数×１点）＋（「あまり信頼できない」の回答者

数×-１点）＋（「信頼できない」の回答者数×-２点） 

「信頼できる」「まあまあ信頼できる」「あ

まり信頼できない」「信頼できない」の回

答者数 
÷ ＝評価点 
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３ コミュニティについて 

問：ご近所の方との付き合いについて伺います。【１つに○】 

○近所付き合いについては、「普通程度に付き合っている」が 42.7％と最も高く、これと「良く付き合って

いる」（13.0％）を合わせた『近所付き合いがある』は 55.7％と５割半ばを超えています。 

○「あいさつ程度であまり付き合っていない」（38.4％）と「付き合っていない」（4.6％）を合わせた『近

所付き合いがない』は 43.0％と４割を超えています。 

 
■近所付き合い   

  ｎ ％ 

良く付き合っている 184 13.0 

普通程度に付き合っている 603 42.7 

あいさつ程度であまり付き合っていない 542 38.4 

付き合っていない 65 4.6 

無回答 18 1.3 

全体 1,412 100.0 

 

 

問：どのようなボランティア活動に参加していますか。【いくつでも○】 

○ボランティア活動については、「参加していない」が 65.8％と最も高く、６割半ばを占めています。 

○ボランティア活動の内容については、「地域社会（自治会活動、交通安全、非行防止・防犯など）」が 18.1％

と最も高く、次いで「環境保全（公害、エネルギー、リサイクルなど）」（6.4％）、「福祉（高齢者・障が

い者支援、子育ての支援など）」「スポーツ（スポーツの指導など）」（3.5％）が続いています。 

 

■参加しているボランティア活動   

 ｎ ％ 

地域社会（自治会活動、交通安全、非行防止・防犯など） 255 18.1 

環境保全（公害、エネルギー、リサイクルなど） 90 6.4 

福祉（高齢者・障がい者支援、子育ての支援など） 50 3.5 

スポーツ（スポーツの指導など） 50 3.5 

文化（書道・絵画・音楽・手芸等の指導など） 39 2.8 

災害時の支援（被災者支援、救援物資の供給など） 27 1.9 

保健・医療（食生活、健康増進、病院ボランティアなど） 20 1.4 

国際交流（留学生との交流・支援、通訳など） 9 0.6 

その他 23 1.6 

参加していない 929 65.8 

全体 1,412 100.0 
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1.3
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４ 市の将来像について 

問：将来羽生市がどのような都市になったら良いと思いますか。【２つまで○】 

○羽生市の将来像については、「福祉施設が充実した福祉都市」が 39.8％と４割近くで最も高く、次いで「子

育てしやすい安心な都市」（33.8％）、「活気あふれる商業都市」（27.8％）が続いています。 

 

■市の将来像   

 ｎ ％ 

福祉施設が充実した福祉都市 562 39.8 

子育てしやすい安心な都市 477 33.8 

活気ある商業都市 392 27.8 

水と緑あふれる田園都市 371 26.3 

静かな住宅都市 249 17.6 

教育・文化の文教都市 120 8.5 

工業団地等のある活気に満ちた工業都市 102 7.2 

その他 27 1.9 

全体 1,412 100.0 

 

問：５年後、10年後の羽生市について、「こんな施設があればいいな」「こんな羽生市になれば安心して暮

らせる」など、自由なアイデアをお書きください。【自由記入】 

○464 人の方から 586 件の意見を下表の 13 項目に分類しました。 

○「医療・福祉」に関する項目が 117 件と最も多く、次いで「公園・公共施設」（98 件）、「商業施設・娯楽

施設」（89 件）と続いています。 

 
分類 件数 

１ 医療・福祉 117  

２ 公園・公共施設 98  

３ 商業施設・娯楽施設 89  

４ 開発・整備 53  

５ まちづくり全般 46  

６ 防災・防犯 39  

７ 移動・交通 38  

８ 市への要望・提案 36  

９ 学校・教育 8  

10 雇用・企業誘致 8  

11 ゴミ収集 4  

12 イベント 3  

13 その他 19  

合計 586  
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５ 市の特徴について 

問：羽生市は、観光交流人口100万人を目指しています。次の地場産品、施設、イベントの中で、羽生市を

全国にＰＲするために有効だと思いますか。【３つまで○】 

○全国ＰＲに有効なものについては、「世界キャラクターさみっと in 羽生」が 33.4％と３割を超えて最も

高く、次いで「さいたま水族館」（28.8％）、「藍染め」（28.3％）、「羽生水郷公園」（25.0％）、「大型商業

施設」（16.4％）、「いがまんじゅう」（15.6％）、「利根川」（12.1％）が続いています。 

○上位項目をみると、イベント、施設、名所、名物、キャラクターなど、多様な分野のものが選ばれてい

ます。 

 

■全国ＰＲに有効なもの   

 ｎ ％ 
世界キャラクターさみっと in 羽生 472 33.4 
さいたま水族館 406 28.8 
藍染め 400 28.3 
羽生水郷公園 353 25.0 
大型商業施設 231 16.4 
いがまんじゅう 220 15.6 
利根川 171 12.1 
宝蔵寺沼ムジナモ自生地 168 11.9 
キヤッセ羽生 119 8.4 
市推奨品などのご当地グルメ 114 8.1 
羽生夏まつり 106 7.5 
ムジナもん等のキャラクター 105 7.4 
クラフトビール 104 7.4 
藍のまち羽生さわやかマラソン大会 100 7.1 
田舎教師 84 5.9 
商工・農業まつり 66 4.7 
彩のかがやき 61 4.3 
コスモスフェスティバル 51 3.6 
藤（大天白公園） 48 3.4 
桜まつり 46 3.3 
フロアカーリング 25 1.8 
永明寺古墳 20 1.4 
菊まつり 14 1.0 
羽生城址 8 0.6 
その他 56 4.0 

全体 1,412 100.0 

 

問：羽生市の中で好きな場所や景色をお書きください。【自由記入】 

○600 人の方から 644 件の意見を下表の７項目に分類しました。 

○最も多く挙げられた場所は「利根川」で、次いで「羽生水郷公園」「イオンモール羽生」となっています。 

 
分類 件数 分類 件数 

１ 川・橋・水路 223 ５ 商業施設 58 

２ 公園 186 ６ イベント・祭り ７ 

３ 土地・自然・風景 94 ７ 神社 ４ 

４ 公共施設 72    

   合計 644 
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６ 福祉・リサイクル・交通について 

問：高齢化が進む中、幸せで生きがいのある老後を送るために、何が大切だと思いますか。 

○生きがいのある老後のために大切なものについては、「生活資金の充実（公的年金、社会保険の充実）」

が 54.8％と５割半ばで最も高く、次いで「高齢者に対する医療制度、保健サービスを充実する」（33.1％）、

「歩道の整備など、安心して生活できるまちづくりを進める」（17.1％）が続いています。 

 

■生きがいのある老後   

 ｎ ％ 

生活資金の充実（公的年金、社会保険の充実） 774 54.8 

高齢者に対する医療制度、保健サービスを充実する 467 33.1 

歩道の整備など、安心して生活できるまちづくりを進める 241 17.1 

高齢者が楽しく働ける場を増やす 224 15.9 

近所の高齢者が気軽に集まれる施設をつくる 195 13.8 

在宅福祉サービスを充実させる 178 12.6 

介護予防や寝たきり予防のための支援を行う 145 10.3 

生活資金確保のため、就労の機会を増やす 144 10.2 

生涯学習、スポーツ・レクリエーション活動を盛んにする 123 8.7 

高齢者の地域活動への参加を促進する 59 4.2 

老人クラブの活動を支援する 28 2.0 

市民ボランティアの育成に努める 20 1.4 

その他 34 2.4 

全体 1,412 100.0 

 

問：市の子育て支援に期待することは何ですか。【３つまで○】 

○市の子育て支援に期待することは、「仕事と家庭を両立できる社会環境づくり」が 47.3％と最も高く、次

いで「子育てしやすい住環境への支援」（35.7％）、「保育所・学童保育の充実」（25.7％）、「子どもを対

象とした犯罪・事故防止の推進」（25.1％）と続いています。 

 

■子育て支援に期待すること   

 ｎ ％ 

仕事と家庭を両立できる社会環境づくり 668 47.3 

子育てしやすい住環境への支援 504 35.7 

保育所・学童保育の充実 363 25.7 

子どもを対象とした犯罪・事故防止の推進 354 25.1 

子どもの教育環境の充実 322 22.8 

地域における子育て支援の充実 305 21.6 

妊娠・出産に対する支援 291 20.6 

子どもの活動拠点施設の拡充 253 17.9 

子育て支援ネットワークの拡充 157 11.1 

母子の健康に関する支援 131 9.3 

その他 31 2.2 

全体 1,412 100.0 
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問：ごみに関する課題の一つとして、家庭ごみを減らすには、どのようなことが必要だと思いますか。【３

つまで○】 

○家庭ごみ削減に必要なことは、「不要なものは買わない、断る」が 49.4％と半数を占めて最も高く、次い

で「食品ロスの削減推進」（42.2％）、「缶、ビン、ペットボトル、古紙類などの分別収集の徹底」（38.9％）

と続いています。 
 

■家庭ごみ削減に必要なこと   

 ｎ ％ 

不要なものは買わない、断る 697 49.4 

食品ロスの削減推進 596 42.2 

缶、ビン、ペットボトル、古紙類などの分別収集の徹底 549 38.9 

ごみ集積所の配置や管理などの見直し 315 22.3 

物が壊れても、できるだけ修理して長く使うようにする 270 19.1 

廃プラスチックなど資源品目の拡充 254 18.0 

地域やＰＴＡなどで行っている資源ごみ回収への参加 234 16.6 

生ごみ処理機器(機械式コンポスター等）の積極的な活用 207 14.7 

市指定有料ごみ袋の導入 99 7.0 

できるだけエコマーク商品を使用する 96 6.8 

その他 43 3.0 

全体 1,412 100.0 

 

 

問：羽生市の交通について、必要だと思うものは何ですか。【３つまで○】 

○市の交通に必要なものについては、「歩道の整備」が 53.2％と半数を超えて最も高く、「身近な生活道路

の整備」（44.6％）、「鉄道やバスなどの公共交通施設の充実」（42.9％）が４割を超えて続いています。 

 

■交通   

 ｎ ％ 

歩道の整備 751 53.2 

身近な生活道路の整備 630 44.6 

鉄道やバスなどの公共交通施設の充実 606 42.9 

自転車道の整備 526 37.3 

駅周辺や中心市街地の駐車場の整備 330 23.4 

近隣市町を結ぶ幹線道路の整備 199 14.1 

地域間を結ぶ幹線道路の整備 177 12.5 

その他 51 3.6 

全体 1,412 100.0 
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７ 医療・防災・防犯について 

問：市の国民健康保険における一人当たりの医療費は、増加傾向です。医療費の増加を抑え、健康でいき

いきと暮らすためには、何が大切だと思いますか。【３つまで○】 

○医療費の増加を抑え健康に暮らすためには、「適度な運動」が 64.4％と６割を超えて最も高く、次いで「バ

ランスのとれた食生活」（58.6％）、「定期的な健診などによる健康管理」（48.3％）が続いています。 

  

■医療費   

  ｎ ％ 

適度な運動 909 64.4 

バランスのとれた食生活 827 58.6 

定期的な健診などによる健康管理 682 48.3 

適切な睡眠・休息 587 41.6 

ストレス解消 429 30.4 

禁煙  214 15.2 

飲酒を控える 82 5.8 

健康講座・健康相談への参加や情報収集 72 5.1 

その他 29 2.1 

全体 1,412 100.0 

 

 

問：震災・水害時の避難所をご存じですか。【１つに○】 

○震災・水害時の避難所については、「知っている」が 78.9％と８割近くを占めています。一方、「知らな

い」は 18.7％となっています。 

  
■避難所の認知度   

  ｎ ％ 

知っている 1,114 78.9 

知らない 264 18.7 

無回答 34 2.4 

全体 1,412 100.0 

 
  

78.9

18.7

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

64.4

58.6

48.3

41.6

30.4

15.2

5.8

5.1

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%



13 

問：震災や水害などの災害時に備えてどのような準備をしていますか。【いくつでも○】 

○災害時の備えについては、「避難所の確認」が 49.9％と５割近くで最も高く、「携帯ラジオ、懐中電灯、

衣料品などの準備」（43.0％）、「非常用食料の備蓄」（31.6％）、「新型コロナウイルス感染症に対応した

避難準備」（27.1％）が続いています。 

○「特に準備していない」は 17.6％となっています。 
 

■災害時の備え   

 ｎ ％ 

避難所の確認 704 49.9 

携帯ラジオ、懐中電灯、衣料品などの準備 607 43.0 

非常用食料の備蓄 446 31.6 

新型コロナウイルス感染症に対応した避難準備 383 27.1 

家族との連絡方法の確認 364 25.8 

浴槽での水の溜め置き 290 20.5 

家具などの転倒防止 283 20.0 

防災訓練に参加 170 12.0 

非常持ち出し用衣類・毛布・貴重品等の準備 131 9.3 

ブロック塀などの補強 32 2.3 

特に準備していない 249 17.6 

無回答 34 2.4 

全体 1,412 100.0 

 

 

問：身の回りで起きる犯罪を防止するために、どのようなことが必要だと思いますか。【３つまで○】 

○犯罪を防止するために必要なことについては、「防犯灯や街路灯を増設する」が 72.5％と７割を超えて最

も高く、次いで「市街地などに防犯カメラを取り付ける」（49.4％）、「警察のパトロールを多くする」

（43.8％）、「近所のつながりを深め、犯罪に強い地域をつくる」（24.9％）と続いています。 
  

■犯罪防止策   

 ｎ ％ 

防犯灯や街路灯を増設する 1,023 72.5 

市街地などに防犯カメラを取り付ける 697 49.4 

警察のパトロールを多くする 618 43.8 

近所のつながりを深め、犯罪に強い地域をつくる 352 24.9 

道路や塀などを見通しが良くなるよう工夫する 315 22.3 

犯罪情報を提供する 287 20.3 

市や自治会が、地域の問題として防犯に積極的に取り組む 199 14.1 

地域の人たちでパトロールなど防犯活動をする 97 6.9 

その他 10 0.7 

全体 1,412 100.0 
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８ 選挙について 

問：最近、選挙の投票率の低い状態が続いています。その理由は何だと思いますか。【２つまで○】 

○投票率が低い理由については、「有権者の政治への無関心」が 42.8％と４割を超えて最も高く、次いで「投

票しても政治は良くならないと思うため」（33.8％）、「若い人の政治への無関心」（28.8％）と続いてい

ます。 
  

問 35 投票率の低い理由   

 ｎ ％ 

有権者の政治への無関心 605 42.8 

投票しても政治は良くならないと思うため 477 33.8 

若い人の政治への無関心 406 28.8 

有権者の政治への不満や不信の現れ 337 23.9 

支持できる候補者・政党がないため 323 22.9 

政治的に争点のない選挙が多く、有権者の関心が低いため 220 15.6 

時間や場所など投票に制約が多いため 69 4.9 

候補者・政党の PR 不足 49 3.5 

その他 39 2.8 

わからない 34 2.4 

全体 1,412 100.0 

 

 

問：選挙の投票率を上げるためにはどのような方法が良いと思いますか。【２つまで○】 

○投票率を上げる方法については、「自宅での投票や郵便投票ができるようにする」が 42.6％と４割を超え

て最も高く、次いで「候補者に公約を守らせるような仕組みを考える」（31.3％）が続いています。 

  

■投票率を上げる方法   

 ｎ ％ 

自宅での投票や郵便投票ができるようにする 602 42.6 

候補者に公約を守らせるような仕組みを考える 442 31.3 

市内のどの投票所でも投票できるようにする 312 22.1 

学校で行う、政治や選挙についての授業を充実させる 285 20.2 

投票への啓発活動をより積極的に進める 209 14.8 

選挙運動をもっと自由にし、選挙に関する関心や参加を高める 205 14.5 

その他 77 5.5 

わからない 90 6.4 

全体 1,412 100.0 
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９ 教育・スポーツについて 

問：羽生市の学校教育をさらに行き届いたものにするためには、特に何に力を注ぐべきだと思いますか。

【２つまで○】 

○学校教育で特に力を注ぐべき項目については、「考える力を育成する学習の充実」が 30.4％と３割に達し

最も高く、「教員の指導力の向上」（29.4％）、「善悪を判断できる児童生徒の育成」（27.6％）と続いてい

ます。 

 

■学校教育について 

  ｎ ％ 

考える力を育成する学習の充実 429 30.4 

教員の指導力の向上 415 29.4 

善悪を判断できる児童生徒の育成 390 27.6 

基礎的・基本的な学習の定着 287 20.3 

耐える力、がんばりぬく力の育成 212 15.0 

社会体験・自然体験の充実 197 14.0 

道徳教育の充実 190 13.5 

基礎的な生活習慣の定着 159 11.3 

学校施設・設備の充実 97 6.9 

教育相談の充実 53 3.8 

部活動等の充実 48 3.4 

学校ボランティアの充実 38 2.7 

その他 58 4.1 

全体 1441 100.0 

 

 

問：どれ位の頻度でスポーツ活動（ウォーキングや体操を含む）を行っていますか。【１つに○】 

○スポーツをする頻度については、「行っていない／月に１回未満」が 32.6％と３割を超えて最も高くなっ

ています。 

○定期的にスポーツを行っている人の中では「週に２回～４回」が 22.2％と最も高く、次いで「週５回以

上」（13.3％）が続いています。 

  
■スポーツをする頻度   

  ｎ ％ 

週に５回以上 188 13.3 

週に２回～４回 313 22.2 

週に１回 153 10.8 

月に１回～３回程度 161 11.4 

行っていない／月に１回未満 460 32.6 

無回答 137 9.7 

全体 1,412 100.0 
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10 人権・男女平等について 

問42：「人権」は、誰もが生まれながらに持っている権利であり、幸せに生きるためになくてはならないも

のです。今の社会で基本的人権が尊重されていると思いますか。【１つに○】 

○基本的人権の尊重については、「どちらかといえば尊重されている」が 46.1％と最も高く、これに「尊重

されている」（9.8％）を合わせた『尊重されている』は 55.9％と５割半ばを占めています。 

○『尊重されていない』は 22.0％と２割を超えています。 

 
問 42 基本的人権の尊重   

  ｎ ％ 

尊重されている 138 9.8 

どちらかといえば尊重されている 651 46.1 

どちらかといえば尊重されていない 216 15.3 

尊重されていない 94 6.7 

わからない 239 16.9 

無回答 74 5.2 

全体 1,412 100.0 

 

 

問：『男は仕事、女は家庭』という考え方についてどう思いますか。【１つに○】 

○『男は仕事、女は家庭』という考え方については、「そう思わない」が 52.6％と半数を超えて最も高く、

「どちらかといえばそう思わない」（15.2％）と合わせた『思わない』は 67.8％と６割半ばを超えていま

す。 

○「どちらかといえばそう思う」は 19.0％と２割近くを占めており、「その通りだと思う」（2.9％）と合わ

せた『思う』は 21.9％と２割を超えています。 

  
■『男は仕事、女は家庭』の考え方  

  ｎ ％ 

その通りだと思う 41 2.9 

どちらかといえばそう思う 268 19.0 

どちらかといえばそう思わない 215 15.2 

そう思わない 743 52.6 

わからない 89 6.3 

無回答 56 4.0 

全体 1,412 100.0 

 

  

2.9

19.0

15.2

52.6

6.3

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

9.8

46.1

15.3

6.7

16.9

5.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

『尊重されている』
55.9％ 

『尊重されていない』22.0％

『思わない』 
67.8％ 

『思う』21.9％
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11 商業・産業について 

問：市の商業や産業の振興について何が重要だと思いますか。【２つまで○】 

○商業や産業の振興において重要なことについては、「商店街の整備」と「若い世代の台頭や後継者の育成」

がともに 31.7％と３割を超えて最も高く、次いで「新しい産業資源の発掘」と「企業の誘致」（ともに

22.9％）が続いています。 

   

■商業・産業の振興   

 ｎ ％ 

商店街の整備 448 31.7 

若い世代の台頭や後継者の育成 448 31.7 

新しい産業資源の発掘 324 22.9 

企業の誘致 324 22.9 

農産物の加工開発や新しい農業経営の研究 312 22.1 

催し物やイベントの開催 269 19.1 

歴史や伝統を活かした施設づくり 161 11.4 

その他 25 1.8 

全体 1,412 100.0 

 

 

12 全般的なまちづくりについて 

問：市政に対し、以下の各項目についてどう感じていますか。【項目ごとにそれぞれ１つに○】 

○各施策にどの程度満足しているかを尋ねたところ、「満足」及び「まあまあ満足」を合わせた『満足』は

「消防・救急・救助体制の充実」が 25.6％と最も高くなっています。 

○「やや不満足」及び「不満足」を合わせた『不満足』は「空き家・空き地対策の推進」が 39.2％と最も

高くなっています。 

 

○施策の満足度を一様に評価するため、各項目の５段階評価を下記の算出方法を用い、加重平均によって

点数化して満足度を表しました。値がプラスになるほど満足感、マイナスになるほど不満足感が強いと

いうことになります。 

 

 

 

 

 

 

○満足度の評価が最も高い施策は「消防・救急・救助体制の充実」（0.22）、満足度の評価が最も低い施策

は「空き家・空き地対策の推進」（-0.73 点）となっています。 

  

31.7

31.7

22.9

22.9

22.1

19.1

11.4

1.8

0% 10% 20% 30% 40%

※施策満足度の評価点の算出方法 

（「満足」の回答者数×２点）＋（「やや満足」の回答者数×１

点）＋（「普通」の回答者数×０点）＋（「やや不満足」の回答

者数×-１点）＋（「不満足」の回答者数×-２点） 

「満足」「やや満足」「普通」「やや不満

足」「不満足」の回答者数 ÷ ＝評価点 
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【施策の満足度の割合と評価点】 

 満足 
まあまあ 

満足 
普通 

やや 

不満足 
不満足 

わから 

ない 
無回答 評価点 

地
域
と
と
も
に
生
き
る 

ま
ち
を
つ
く
る 

市民協働・参画の 

推進 

ｎ 22 95 709 55 30 387 114 
③ 0.03 

％ 1.6 6.7 ③ 50.2 3.9 2.1 27.4 8.1 

コミュニティ支援 
ｎ 23 96 675 101 25 375 117 

-0.01 
％ 1.6 6.8 47.8 7.2 1.8 26.6 8.3 

都市交流・ 

国際交流の推進 

ｎ 18 77 590 106 46 455 120 
-0.10 

％ 1.3 5.5 41.8 7.5 3.3 32.2 8.5 

文化の継承・振興 
ｎ 15 97 673 94 40 369 124 

-0.05 
％ 1.1 6.9 47.7 6.7 2.8 26.1 8.8 

人権施策の推進 
ｎ 17 81 665 74 34 422 119 

-0.03 
％ 1.2 5.7 47.1 5.2 2.4 29.9 8.4 

男女共同参画の 

推進 

ｎ 18 85 638 81 37 437 116 
-0.04 

％ 1.3 6.0 45.2 5.7 2.6 30.9 8.2 

子
ど
も
を
育
て
学
び
を
高
め
る 

ま
ち
を
つ
く
る 

子育て支援の推進 
ｎ 27 167 615 108 54 308 133 

0.01 
％ 1.9 11.8 43.6 7.6 3.8 21.8 9.4 

家庭教育の充実 
ｎ 26 103 665 102 37 345 134 

-0.02 
％ 1.8 7.3 47.1 7.2 2.6 24.4 9.5 

義務教育の充実 
ｎ 45 143 683 86 30 293 132 

② 0.09 
％ 3.2 10.1 48.4 6.1 2.1 20.8 9.3 

高等教育機関等 

との連携 

ｎ 21 87 608 118 41 403 134 
-0.08 

％ 1.5 6.2 43.1 8.4 2.9 28.5 9.5 

生涯学習の推進 
ｎ 27 116 632 100 39 368 130 

-0.01 
％ 1.9 8.2 44.8 7.1 2.8 26.1 9.2 

元
気
で
助
け
合
え
る 

ま
ち
を
つ
く
る 

地域福祉の推進 
ｎ 23 146 657 125 44 290 127 

-0.02 
％ 1.6 10.3 46.5 8.9 3.1 20.5 9.0 

障がい者支援の 

推進 

ｎ 19 115 598 138 56 364 122 
-0.10 

％ 1.3 8.1 42.4 9.8 4.0 25.8 8.6 

高齢者支援の推進 
ｎ 22 146 596 174 61 293 120 

-0.11 
％ 1.6 10.3 42.2 12.3 4.3 20.8 8.5 

健康づくりの推進 
ｎ 27 166 687 94 53 264 121 

0.02 
％ 1.9 11.8 48.7 6.7 3.8 18.7 8.6 

生涯スポーツの 

振興 

ｎ 22 128 677 95 47 319 124 
-0.02 

％ 1.6 9.1 47.9 6.7 3.3 22.6 8.8 

社会保障の 

適正運用 

ｎ 15 81 613 141 68 369 125 
-0.18 

％ 1.1 5.7 43.4 10.0 4.8 26.1 8.9 

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る 

ま
ち
を
つ
く
る 

防災対策の推進 
ｎ 33 174 694 133 54 191 133 

0.00 
％ 2.3 12.3 49.2 9.4 3.8 13.5 9.4 

消防・救急・救助 

体制の充実 

ｎ 70 292 618 111 35 166 120 
① 0.22 

％ ① 5.0 ① 20.7 43.8 7.9 2.5 11.8 8.5 

地域医療の充実 
ｎ 50 256 576 192 71 140 127 

0.02 
％ ② 3.5 ② 18.1 40.8 13.6 5.0 9.9 9.0 

防犯対策の推進 
ｎ 26 131 696 170 66 192 131 

-0.11 
％ 1.8 9.3 49.3 12.0 4.7 13.6 9.3 

交通安全対策の 

推進 

ｎ 32 154 714 155 55 179 123 
-0.04 

％ 2.3 10.9 ② 50.6 11.0 3.9 12.7 8.7 

消費者行政の推進 
ｎ 18 81 693 123 37 333 127 

-0.08 
％ 1.3 5.7 49.1 8.7 2.6 23.6 9.0 

※第１位～第３位を①～③で記しています。 
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 満足 
まあまあ 

満足 
普通 

やや 

不満足 
不満足 

わから 

ない 
無回答 評価点 

活
気
と
魅
力
の
あ
る 

ま
ち
を
つ
く
る 

農業の振興 
ｎ 21 104 599 139 56 360 133 

-0.11 
％ 1.5 7.4 42.4 9.8 4.0 25.5 9.4 

商工業の振興 
ｎ 29 148 566 168 66 307 128 

-0.10 
％ 2.1 10.5 40.1 11.9 4.7 21.7 9.1 

観光の振興 
ｎ 15 79 530 248 99 310 131 

-0.35 
％ 1.1 5.6 37.5 17.6 7.0 22.0 9.3 

勤労者支援・雇用 

の促進 

ｎ 16 45 561 218 86 349 137 
-0.34 

％ 1.1 3.2 39.7 15.4 6.1 24.7 9.7 

企業誘致の推進 
ｎ 32 139 510 156 80 364 131 

-0.12 
％ 2.3 9.8 36.1 11.0 5.7 25.8 9.3 

シティプロモーショ

ンの推進 

ｎ 12 48 534 133 62 475 148 
-0.23 

％ 0.8 3.4 37.8 9.4 4.4 33.6 10.5 

イ
ン
フ
ラ
を
整
え
生
活
を
支
え
る 

ま
ち
を
つ
く
る 

市街地等の整備 
ｎ 28 170 586 267 129 113 119 

-0.25 
％ 2.0 12.0 41.5 18.9 9.1 8.0 8.4 

道路の整備 
ｎ 26 165 533 313 188 77 110 

-0.39 
％ 1.8 11.7 37.7 ③ 22.2 13.3 5.5 7.8 

移動手段の確保 
ｎ 16 99 526 316 230 106 119 

-0.54 
％ 1.1 7.0 37.3 ② 22.4 ① 16.3 7.5 8.4 

上水道の整備 
ｎ 48 176 659 151 137 125 116 

-0.13 
％ 3.4 12.5 46.7 10.7 9.7 8.9 8.2 

公園・緑地の整備 
ｎ 43 190 623 240 99 101 116 

-0.14 
％ 3.0 ③ 13.5 44.1 17.0 7.0 7.2 8.2 

き
れ
い
で
自
然
を
感
じ
る 

ま
ち
を
つ
く
る 

下水道の整備 
ｎ 43 129 588 209 190 136 117 

-0.32 
％ 3.0 9.1 41.6 14.8 ③ 13.5 9.6 8.3 

ごみ処理の適正化 
ｎ 48 180 669 207 95 105 108 

-0.10 
％ ③ 3.4 12.7 47.4 14.7 6.7 7.4 7.6 

環境保全の推進 
ｎ 20 108 757 134 54 217 122 

-0.09 
％ 1.4 7.6 ① 53.6 9.5 3.8 15.4 8.6 

空き家・空き地 

対策の推進 

ｎ 5 42 393 326 227 300 119 
-0.73 

％ 0.4 3.0 27.8 ① 23.1 ② 16.1 21.2 8.4 

健
全
な
経
営
で
自
律
す
る 

ま
ち
を
つ
く
る 

危機管理の充実 
ｎ 5 53 597 163 58 399 137 

-0.25 
％ 0.4 3.8 42.3 11.5 4.1 28.3 9.7 

持続可能な 

財政運営 

ｎ 8 50 513 199 87 423 132 
-0.36 

％ 0.6 3.5 36.3 14.1 6.2 30.0 9.3 

開かれた市政の 

推進 

ｎ 14 67 589 148 75 388 131 
-0.23 

％ 1.0 4.7 41.7 10.5 5.3 27.5 9.3 

行政経営の効率化 
ｎ 9 43 532 166 82 447 133 

-0.32 
％ 0.6 3.0 37.7 11.8 5.8 31.7 9.4 

※第１位～第３位を①～③で記しています。 
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問：これからの市政に対して、特に力を入れるべきだと思うものは何ですか。【５つまで○】 

○市政に対して特に力を入れてほしいものについては、「高齢者支援の推進」が 32.7％と３割を超えて最も

高く、「子育て支援の推進」（26.6％）、「地域医療の充実」（23.9％）、「空き家・空き地対策の推進」（22.2％）

が２割を超えて続いています。 

 
【力を入れるべき施策／全体集計】 

 

 

全体 

ｎ ％ 

地
域
と
と
も
に
生
き
る 

ま
ち
を
つ
く
る 

市民協働・参画の推進 49 3.5 

コミュニティ支援 61 4.3 

都市交流・国際交流の推進 45 3.2 

文化の継承・振興 72 5.1 

人権施策の推進 24 1.7 

男女共同参画の推進 43 3.0 

子
ど
も
を
育
て
学
び

を
高
め
る
ま
ち
を
つ

く
る 

子育て支援の推進 375 ② 26.6 

家庭教育の充実 59 4.2 

義務教育の充実 101 7.2 

高等教育機関等との連携 38 2.7 

生涯学習の推進 63 4.5 

元
気
で
助
け
合
え
る 

ま
ち
を
つ
く
る 

地域福祉の推進 192 13.6 

障がい者支援の推進 126 8.9 

高齢者支援の推進 462 ① 32.7 

健康づくりの推進 229 16.2 

生涯スポーツの振興 63 4.5 

社会保障の適正運用 169 12.0 

い
の
ち
と
暮
ら
し
を 

守
る
ま
ち
を
つ
く
る 

防災対策の推進 200 14.2 

消防・救急・救助体制の充実 151 10.7 

地域医療の充実 337 ③ 23.9 

防犯対策の推進 215 15.2 

交通安全対策の推進 74 5.2 

消費者行政の推進 23 1.6 

 

 

全体 

ｎ ％ 

活
気
と
魅
力
あ
る 

ま
ち
を
つ
く
る 

農業の振興 104 7.4 

商工業の振興 138 9.8 

観光の振興 107 7.6 

勤労者支援・雇用の促進 160 11.3 

企業誘致の推進 190 13.5 

シティプロモーションの推進 33 2.3 

イ
ン
フ
ラ
を
整
え 

生
活
を
支
え
る 

ま
ち
を
つ
く
る 

市街地等の整備 139 9.8 

道路の整備 270 19.1 

移動手段の確保 273 19.3 

上水道の整備 59 4.2 

公園・緑地の整備 161 11.4 

き
れ
い
で
自
然

を
感
じ
る
ま
ち

を
つ
く
る 

下水道の整備 187 13.2 

ごみ処理の適正化 167 11.8 

環境保全の推進 51 3.6 

空き家・空き地対策の推進 313 22.2 

健
全
な
経
営
で

自
律
す
る
ま
ち

を
つ
く
る 

危機管理の充実 60 4.2 

持続可能な財政運営 140 9.9 

開かれた市政の推進 71 5.0 

行政経営の効率化 84 5.9 

 

 

※第１位～第３位を①～③で記しています。 
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Ⅳ. 調査結果のまとめ 

１ 市の住み心地について 
現在の市の住み心地については、「住み良い」（25.7％）と「まあまあ住み良い」（47.1％）を

合わせた『住み良い』は 72.8％と７割を超えています。「住み良い」割合を過去調査と比べると、

調査ごとに増加しています。『住み良い』と思う理由は、「永年住みなれ、愛着がある」（52.2％）

が５割を超えて最も多く、「買い物の便が良い」（39.8％）が続いています。一方、「住みにくい」

理由として、前回調査と同じく「交通の便が悪い」「都市施設が整っていない」「買い物が不便で

ある」が高くなっています。 

また、定住意向については、「ずっと住み続けたい」（44.3％）と「当分の間住み続けたい」（28.0％）

を合わせた『住み続けたい』（72.3％）は７割を超えており、過去調査から引き続き地域の定住

意向は高い傾向にあります。年齢別にみると、18～29 歳では「できれば転居したい(市外へ)」

（16.1％）が他の年代よりも高く、主に若年層の定住に向けた施策が求められています。 

住み続けるにあたって必要なものについては、「医療施設の充実」（38.2％）、次いで「福祉施

設の充実」（31.1％）、「生活道路の整備」（30.0％）が３割台となっており、特に 50 歳以上の年

代で高くなっています。一方、18～29 歳では「商業施設の充実」や「アミューズメント施設の充

実」といった娯楽施設の充実を求める声が多く、30～39 歳では「公園・緑地など広場の整備」、

40 歳未満では「子育て支援の施設の充実」など、子育てをする環境整備が市への定住に際し求め

られています。 

 

２．市の取り組みなどについて 
『広報はにゅう』の閲読については、「必ず読む」（52.3％で）と「ときどき読む」（33.3％）

を合わせた『読む』（85.6％）は８割半ばを占めています。 

また、『ぎかいだより』の閲読については、「必ず読む」（22.5％）と「ときどき読む」（48.7％）

を合わせた『読む』（71.2％）は７割を超えていますが、『広報はにゅう』に比べて低い閲読状況

となっています。『広報はにゅう』『ぎかいだより』ともに前回調査よりも『読む』割合が高く、

市政に対する市民の関心の高さがうかがえます。 

「羽生市まちづくり自治基本条例」については、「内容を知っている」が 4.3％と前回調査から

ほぼ変化なく低い割合にとどまっており、情報発信や意識啓発を推進していく必要があります。

協働によるまちづくりの１つである市の計画づくりへの参加意向については、『参加したい』

（54.7％）が５割半ば近くを占めていますが、過去調査と比べると減少していく傾向にあり、50

歳未満の年代では「参加したくない」が『参加したい』を上回っています。市の計画づくりへの

参加を促す必要があります。 

市の電子申請・届出サービスについては、「知っているが、利用したことはない」（52.8％）が

５割を超えていますが、「利用したことがある」は 3.9％にとどまっており、利便性や手続き時間

短縮などメリットをわかりやすく伝える必要があります。 

市政・市役所に対する住民のイメージは、「市政への信頼度」「市政の進展度」「窓口対応の親

切さ」のいずれも過去調査を上回って増加傾向にあります。しかし、「市政への信頼度」「窓口対

応の親切さ」に比べると「市政の進展度」は『進んでいる』（50.1％）と『進んでいない』（43.6％）

割合が近くなっており、着実な市の施策の実行と実行の成果を市民の目にわかりやすく伝え、市

政の進展についての理解を図っていく必要があります。  
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３．コミュニティについて 
近所付き合いについては、「良く付き合っている」（13.0％）と「普通程度に付き合っている」

（42.7％）を合わせた『近所付き合いがある』（55.7％）は５割半ばを超えていますが、過去調

査と比べると調査ごとに下がっていく傾向にあり、特に「普通程度に付き合っている」は前回調

査から 7.3 ポイント下がっています。年齢別にみると 40 歳未満で『近所付き合いがある』が３

割程度と、若い世代の近所付き合いが薄れていることがうかがえます。 

行事への参加については、「積極的に参加している」「ときどき参加している」「やむを得ず参

加している」を合わせた『参加している』（60.7％）は６割を占めていますが、過去調査と比べ

ると調査ごとに下がっていく傾向にあり、「参加していない」割合は増加傾向にあります。年齢

別にみると「参加していない」は 18～29 歳で８割、30～39 歳で６割を超えていることから、若

い世代が自治会やコミュニティなど地域と関わりやすい環境を整えていく必要があります。 

ボランティア活動については、「特に参加していない」（65.8％）が６割半ばを占めていますが、

『参加している』割合は過去調査と比べると最も高く、特に「地域社会（自治会活動、交通安全、

非行防止・防犯など）」に関するボランティア活動が前回調査よりも大きく上がっており、特に

40 歳以上から２割前後と高くなっています。一方、40 歳未満では「参加していない」が８割を

超えており、若い世代の参加割合は低くなっています。 

 

４．市の将来像について 
市の将来像については、「福祉施設が充実した福祉都市」（39.8％）、「子育てしやすい安心な都

市」（33.8％）が３割を超えて高く、福祉の充実が求められています。また、前回調査と比べる

と「活気ある商業都市」と「水と緑あふれる田園都市」が上がっていることから、経済活動と自

然環境の調和した都市像が望まれています。 

市の将来像のアイデアについては、「医療・福祉」に関する項目が 117 件と最も多く、次いで

「公園・公共施設」（98 件）、「商業施設・娯楽施設」（89 件）が続いており、市の将来像に望む

ことへの具体的な意見が多くなっています。また、水害などの防災や、高齢者の運転免許返納に

よる移動の不安解消などの意見も寄せられています。 

 

５ 市の特徴について 
全国ＰＲに有効なものについては、「世界キャラクターさみっと in 羽生」（33.4％）が３割を

超えて最も高く、次いで「さいたま水族館」（28.8％）、「藍染め」（28.3％）、「羽生水郷公園」（25.0％）、

「大型商業施設」（16.4％）、「いがまんじゅう」（15.6％）、「利根川」（12.1％）などイベント、

施設、名所、名物、キャラクターなど、多様な分野のものが選ばれています。年齢別でみると、

60 歳未満のすべての年代で「世界キャラクターさみっと in 羽生」が４割を超えていますが、前

回調査に比べると下がっており、「藍染め」「羽生水郷公園」といった伝統的なものや自然環境が

見直されています。 

市の中で好きな場所や景色については、「利根川」や「葛西用水路」といった水辺やその周囲

の環境、近隣の山々を見回せる雄大な風景、生活に根付いた田園風景といった自然環境や、それ

を利用した公園などが多くの市民に親しまれています。  
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６ 福祉・リサイクル・交通について 
生きがいのある老後のために大切なものについては、「生活資金の充実（公的年金、社会保険

の充実）」（54.8％）、「高齢者に対する医療制度、保健サービスを充実する」（33.1％）が高くな

っており、経済面の支援や福祉サービスの充実が求められています。 

市の子育て支援に期待することについては、「仕事と家庭を両立できる社会環境づくり」

（47.3％）が最も高く、「子育てしやすい住環境への支援」（35.7％）、「保育所・学童保育の充実」

（25.7％）と続いており、前回調査から傾向は変わらず、働きながら子育てができる環境の整備

が求められています。また、18～29 歳では「妊娠・出産に対する支援」（41.9％）が４割を超え

て高く、若い世代が安心して子育てできるよう引き続き支援していく必要があります。 

家庭ごみ削減に必要なことについては、「不要なものは買わない、断る」（49.4％）が約半数を

占めて最も高く、「食品ロスの削減推進」（42.2％）、「缶、ビン、ペットボトル、古紙類などの分

別収集の徹底」（38.9％）と続いており、ごみ削減への市民の意識が高まっていることがうかが

えます。 

市の交通に必要なものについては、「歩道の整備」（53.2％）と半数を超えて最も高く、次いで

「身近な生活道路の整備」（44.6％）、「鉄道やバスなどの公共交通施設の充実」（42.9％）が４割

を超えています。過去調査と比べると「歩道の整備」「身近な生活道路の整備」、「自転車道の整

備」が前回調査よりも上がっており、身の回りの道路整備に対する要望が高くなってきています。 

最終電車時刻の満足度については、「普通である」（40.6％）が４割を占めて最も高く、「満足

している」と「まあまあ満足している」を合わせた『満足』（35.7％）は、「やや不満足である」

と「不満足である」を合わせた『不満足』（16.3％）を 19.4 ポイント上回っており、過去調査よ

りも高くなっています。年齢別では、40歳未満で『不満』が３割前後と高くなっています。 

 

７ 医療・防災・防犯について 
かかりつけ医・かかりつけ歯科医については、どちらも「決めている」と「総合病院等に行っ

ている」を合わせると７割以上を占めており、市民の多くがかかりつけ医・歯科医や行きつけの

病院があることがわかります。一方で、「必要だと思わない」はかかりつけ医・歯科医のどちら

も１割を切って低くなっていますが、「必要なので決めたいと思っている」と合わせると２割以

上がかかりつけ医・歯科医を持っていません。また、かかりつけ薬局については、「受診する医

療機関ごとに近くの薬局を利用している」（64.5％）が６割半ばを占めており、かかりつけ医・

歯科医やかかりつけ薬局の必要性の意識啓発を行う必要があります。 

医療費の増加を抑え健康に暮らすためには、すべての年代で「適度な運動」と「バランスのと

れた食生活」が５割を超えて高く、また 40 歳未満では「適切な睡眠・休息」が５割を超えるな

ど、運動・食事・睡眠が健康に不可欠だと考えられています。 

健康診断などの受診については、「受診している」（70.8％）が７割を占めており、いずれの年

代も６割以上と高くなっています。また、受診していない人の理由として、60歳以上では「普段

から医者にかかっている」が高くなっていますが、それ以外の年代では「機会がない」や「忙し

い」が高く、健康診断の重要さを啓発していく必要があります。 
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家屋の耐震状況については、建築基準法新耐震基準の施行[昭和 57 年(1982)年]前に建てられ

た築後約 40 年になる家屋は２割を占めています。また、自宅が地震に対して安全かを知りたい

人は、75.1％と７割半ばを占めており、住居の安全への関心は高くなっていますが、大規模地震

に対する安全性に問題があると分かった場合、持ち家・借家ともに「何もしない」が２割を超え

ています。 

住宅用火災警報器については、「設置されていない」（35.6％）が３割半ばを占めており、今後

も設置の普及促進を図る必要があります。 

震災・水害時の避難所については、「知らない」（18.7％）が２割を切って前回調査よりも低く

なっていますが、引き続き避難所の周知を図る必要があります。また、ハザードマップの「内容

を理解している」（29.6％）や、マイ・タイムラインを「作成している」（1.1％）割合を高める

ため、防災に関する意識啓発を行う必要があります。 

災害時の備えについては、「避難所の確認」（49.9％）、「携帯ラジオ、懐中電灯、衣料品などの

準備」（43.0％）、「非常用食料の備蓄」（31.6％）など３割を超えています。過去調査と比べると

「特に準備していない」は調査ごとに下がっており、災害の備えに対する市民の意識の高まりが

みられます。 

防犯対策については、「センサーライトの設置」（39.8％）、「ドア、窓の二重ロック化」（35.7％）

が３割を超えています。また、今回調査からの「振込詐欺に備えた留守番電話等の設定」は 50

歳以上で３割を超えており、詐欺対策への意識の高さがうかがえます。 

犯罪を防止するために必要なことについては、「防犯灯や街路灯を増設する」（72.5％）と７割

を超えて最も高く、次いで「市街地などに防犯カメラを取り付ける」（49.4％）、「警察のパトロ

ールを多くする」（43.8％）と、前回調査と同じ順に続いています。一方、「近所のつながりを深

め、犯罪に強い地域をつくる」（24.9％）「市や自治会が、地域の問題として防犯に積極的に取り

組む」（14.1％）「地域の人たちでパトロールなど防犯活動をする」（6.9％）などの取り組みが下

がっている傾向にあります。 

 

８ 選挙について 
選挙の投票率が低い理由については、「有権者の政治への無関心」（42.8％）、「投票しても政治

は良くならないと思うため」（33.8％）、「若い人の政治への無関心」（28.8％）といった政治に対

する無関心や諦念が強く出ており、投票率を上げるために、「自宅での投票や郵便投票ができる

ようにする」といった投票方法の検討や「候補者に公約を守らせるような仕組みを考える」とい

った政治への信頼を取り戻す方策が求められています。 

 

９ 教育・スポーツについて 
学校の再編については、「再編はやむを得ない」（38.7％）と「再編すべきである」（8.7％）を

合わせると再編に肯定的な回答は 47.4％となります。学校再編に肯定的な理由としては、「少子

化」が、「再編しない方がよい」理由としては「通学等の問題」が 100 件を超えています。 

学校教育で特に力を注ぐべき項目については、「考える力を育成する学習の充実」（30.4％）、「教

員の指導力の向上」（29.4％）、「善悪を判断できる児童生徒の育成」（27.6％）などが上位となっ

ています。 

学校と地域との連携で望むことについては、「防犯活動など安全のための活動に取り組む」

（29.8％）、が約３割で最も高く、地域ぐるみで子どもの安全を守る見守りが求められています。 
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子どもが自宅で読書を楽しめる「おうち図書館」については、「ある」が 65.2％、「ない」が

34.8％となっています。 

スポーツをする頻度については、「行っていない／月に１回未満」（32.6％）が３割を超えて最

も高くなっています。定期的にスポーツを行っている人の中では「週に２回～４回」（22.2％）、

「週５回以上」（13.3％）と続いています。過去調査と比べると「行っていない／月に１回未満」

が前回調査より 20 ポイント下がって、10 ポイント近く上がっており、定期的にスポーツや運動

をする人が増えています。 

スポーツ活動を行っていない理由については「忙しくて時間がないから」（49.1％）が半数近

くで最も高く、「身近に適当な場所や施設がないから」（20.0％）、「スポーツが好きではないから」

（18.5％）と続いています。年齢別にみると、60歳以上では「健康上の理由」が３割半ばで高く、

それ以外の年代では「忙しくて時間がないから」が６割を超えています。 
 
 

10 人権・男女平等について 
基本的人権の尊重については、「尊重されている」と「どちらかといえば尊重されている」を

合わせた『尊重されている』（55.9％）は５割半ばを超えています。一方、「どちらかといえば尊

重されていない」と「尊重されていない」を合わせた『尊重されていない』（22.0％）は２割を

超えており、基本的人権に関する意識啓発や教育を引き続き行っていく必要があります。 

身の回りの男女平等状況については、「男性が優遇されている」（11.9％）と「どちらかといえ

ば男性が優遇されている」を合わせた『男性が優遇されている』（44.0％）は、「女性が優遇され

ている」及び「どちらかといえば女性が優遇されている」を合わせた『女性が優遇されている』

（6.6％）を上回っており、男性の優遇感が高くなっています。また、『男は仕事、女は家庭』と

いう考え方について、「どちらかといえばそう思わない」と「そう思わない」を合わせた『思わ

ない』（64.8％）は６割を超えています。一方、「その通りだと思う」（2.9％）と「どちらかとい

えばそう思う」（19.0％）を合わせると２割を超えており、今後も男女共同参画を推進する必要

があります。 
 
 

11 商業・産業について 
商品の購入場所について、いずれの商品購入も『市内』が５割以上を占め、市民の買い物の多

くが市内で賄われていますが、“食料品”が「市内の小売店」で６割を占める以外は「市内の大

型店」の割合が高く、「市内の個人商店」の利用は低い状況にあります。 

農産物を購入する際の目安については、「新鮮さなどの品質」（56.0％）が５割半ばを超えて最

も高く、次いで「国内産または地元産であること」（46.8％）、「値段の安さ」（37.9％）と品質や

産地、価格が消費者を引きつけています。また、過去調査と比べると、「国内産または地元産で

あること」「無農薬や有機栽培など、安全への配慮の観点から」は下がっていく一方で、「値段の

安さ」「ブランドや評判、おいしさなど」は上がっていく傾向にあります。 

商業や産業の振興において重要なことについては、「商店街の整備」「若い世代の台頭や後継者

の育成」がともに 31.7％と３割を超えて最も高く、若い人材を育成して市内産業の活性化が求め

られています。 
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12 全般的なまちづくりについて 
各施策の満足度について、「満足」と「まあまあ満足」を合わせた『満足』は「消防・救急・

救助体制の充実」（25.6％）、「地域医療の充実」（21.7％）が２割を超えて高くなっています。 

各施策の満足度を加重平均によって点数化すると、「消防・救急・救助体制の充実」「義務教育

の充実」「市民協働・参画の推進」の評価が高く、反対に「空き家・空き地対策の推進」「移動手

段の確保」「道路の整備」の評価が低くなっています。 

市政に対して特に力を入れてほしいものについては、「高齢者支援の推進」（32.7％）が高く、

「子育て支援の推進」（26.6％）、「地域医療の充実」（23.9％）、「空き家・空き地対策の推進」

（22.2％）、「移動手段の確保」（19.3％）などと続いており、各分野での施策の充実が求められ

ます。 
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